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ｑ
■
４
日
（
フー‘
）
日
本
書
磋

冑
①
中
村
根
き
と
お
会
議
員
嘔

昇
む
ｔ
ひ
医
療
貴
無
料
代
ｔ
中

誉
巖
卒
業
ま
で
磁
げ
３

一ヽと
に

つ
い
て
一
般
管
間
し
ま
し
た
。

中
片
工璽
凛
嵯
磐
誉
崚盤
票

の
３
と
も
い
い
３
衆
解
て
，
Ｅ

奏
責
無
料
化
①
遅
ネ
て
い
３
殉

歌
山
市
に
住
準
続
け
ら
索
３
か

で
う
が
①
盤
投
が
閣
わ
ね
て
い

も
しヽ
緯

，
ｔ
捲
柿
。″準
化市

長
で
ビ
日
の
市
長
避
て
小
む
濠

ホ
堂
要
で
６

，理
執
の
無
詢
“
ｔ

省
綺
し
た

）ヽと
ｔ

澪
じ
‐
拡
大

ｔ
主
ふ
ま
し
た
。
一最
花
市
長
略

爵
霊
に
つ
い
て
中
学
生
き
で
対

策
七
厳
ぽ
３
て
は
磐
ん
ず
、
人

陰
に
つ
い
て
中
挙
巌
幸
半
き
で

ひ
韓
た
ｔ
綸
討
す
Ъ
こ
の
瞥
弁

ｔ
し
ま
し
た
。

中
朴
市
議
は
、

‐―、
常
様
Ｑ
競

虐
合
い
ふ
り
方
ｔ
管
間

要琴

再

０
∩
あ
日
（
休
）
日
本
書
庄

党
ひ
綺
塚
希
ち
子
市
会
議
員
略

ハ
灘
繰
憶
諭
渡
に
つ
い
て
一般

鳥ｎ
悶
し
ま
し
た
。
朽
蠣
市
議
は

（
墾
”繰
瞭
め
改
定
に
つ
い
て
、

肇
茨
播
過
Ｑ
サ
ー
ビ
ス
を
れ
ゴ

謙
埓
隋岬
鱚
鰐
望

‥．‥．‥．
第
４
回
織
屁
馨
求
雷
驚
委

・・・．．．一　
分
断
に
っ
し、
て
考
ぇ
き
せ

‥．‥．‐．
ち
な
た
学
智
会
．
障
害
者
が

―・―．‥亀
遷
サ
ー
ビ
ス
む
必
要
な
だ

。―．‐．‥
け
曇
け
ら
れ
る
よ
う
還
新
と

一
語
樹
蒼
亀
答
３
一青
り
、〈纂
卒候

諸

腔

品

需
磐

み
尋

二ち
て
進
め
らヽ
れ
３
と
書
障

一
害
む
竃

ま
ね
て
い
３
９
亡

―．‥．‥．
の
錯
覚
ｔ
。難
療
縁
石
は
表

一霧
驀
聯
称

・・―．‥
生
ま
来
は
し
な
い
か
？
生
活

∵
“露
謙
ぽ
ツ
一ヽ／ン
グ
は
一部
め

・．．．．．
不
正
受
論
ｔ
象
り
上
げ
て
生

二
勇
爆
業
予
船
殆
Ｏ
体
春
近
い

」
せ
み
‐
「
レ‐
り
身
分
」な
で

・．．．．．
ど
路
し、
き
ま
す
久
６
？
濠
ξ

き
ネ
索
ば
本
人
Ａ
■
営
ドに
か
か

わ
り
な
＜
市
Ｆ
塁
脚す
Ｓ
難
綿

・・・・・・・・・・．●．●．・●・●・．●．●．・・・・・．・．・．・・・・・●・●・●̈“一

福
祉
．
れ
会
繹
昨
（
の
管
的
‥・‥．‥

言
絶
８
ま
５
て
杖
乗
す
ｇ
現
‥・‥．‥

時榊
ほ
国
民
´
令
断
ｔ
意
図

・‥・‥．‥

的
に
巧
み
に
は
掛
け
５
。　
　
・‥・‥．‥

困
難
ｔ
”
ニ
ギ
ん
５
人
へ
一

が
自
己
責
任
ど
責
い
ま
社
会
一

皓
本
当
体
弱
く
て
ｔ
ろ
い
社
‥・…・‥．

会
で
は
ほ
い
か
。
障
害
ヤ
高
‐・‥．…

較
固
憩
眸
人
類
に
と
，
て
避

・‥・‥．‥

け
て
は

，週
索
毎
い
。
そ
な
か
」

ふ
、
で
お
た
り
ま
た
で
層
（
・‥・‥．‥

に
な
ら
た
し、
ね
会
と
い
つ
い
・‥・‥．‥

は
、
Ｌ
ま
ね
出
た
蠍
器
か
ら
一

幸
せ
に
産
き
Б
滝
型
豊
重

‥・‥・‥．

鰍
螂聾
曇
いヽ孫
一

撫
政
府
ｔ
聾
び
取
“
３
古
確
‐・‥・‥．

き
て
ｔ
ふ
３
３
覆
営
郷

‥・‥．‥

集
会
だ
った
。　
　
　
　
　
‐・‥・‥

意鋼一
伐購
〓

村
ｒ
ご
議
員
初
質
問

鳥
概
色
刊
籐
ｒ

読
書

宅

L本ヒ岳顧

力
毛
し
３
■
う
ほ

本

ｔ

ケ

イ
タ
イ
。

〆
モ

ＩＪ

入
索
～し

・磐
Ｆ
つ
一
側
に

半
令
嘔
リ
エ

鵠
各

つ
も
り
に

な
り

こ

２ヽ

ヽ

て

滲

い
■ぽ
”
Ｆ
室
ら
一
い
く
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合
事
業

に
恥
わ
さ
水
５
こ
と
￥

品軍
妥
賃
看
に
す
ら
な
率
た

い
択

翼
ｔ
生
あ

「
基

本
チ

ェ
ッ
ク
リ

ス
ト

Ｌ
の
ほ
婉
閥
樽
た
と
ｔ
彙

り
上
げ
、
諄
支
堵
為
を
切
り
招

て
Б
な
ど
管
問
ｏ
健
康
昼
ｉ
は、

「
新
熱
ら
事
業
＾
諄
い
利
甲
で

よ
って
も
な
た
ギ
党
熊
の
希
ぜ

伊
ふ
場
現
合
は
零
合
蟷
一類窟
①

申
請
げ
７き
５
い
て
答
書
９

旗
塚
市
議
は
、
手
ひ
ｔ
・
チ

育
て
ま
場
勤
削
摩
も
管
問
。

支
尋
勢
に
よ
ヽ
て
、
生
略
碍
琴

か
喘
け
に
く
く
な
３
よ
う
な
こ

て
が
な
しヽ
い
か
ヒ
省
悶
し
ま
し

た
。
ま
た

生
場
繰
請
に
が

，

わ
る
城
場
／
人
当
た
り
ｒ
２
′

９
日

”
日

（
月

）
日
本
求
彦

覚
の
〔
雌
ぜ
ち
膚
ホ
会
議
算
は
、

山
口
地
区

二
■
岬
の
濯
葉
虐
景

・惣
厳
驀
で
分
場
建
設

計
画
に
つ

い
て
新
た
に
饗
Я
き
惧
た
危

険

栓
に
つ
い
て

一
繊
質
問
・

住
民
ら
い
調
査
で
、

計

画
手

“
攀
な
人
に
生
活
堡
蓄
属
圏
∪

９
目
葛
邑
（金
）
日
本
姜
確

党
の
森
下
十
」ち
手
ホ
含
季
え
い‘

生
埼
儘
薦
制度
に
つ
硼
て
一
般

富
間
．
森
下
市
菱
彎

貧
囲
こ

拳
警
伊
構
た
す
３
あ
か
‘
裸
叢

伊
必
要
な
人
の
２
制
程
度
し
か

生
奪
億
護
を
を
け
）ら
ぷ
て
い
な

”
環
ボ
磋
緒
補
．生
発
に
困
っ

て
い
る
た
れ
も
か
守
出
し
て
受

け
ら
ネ
ろ
准
球
牌繕
蛹
度
の
遅

用
ｔ
ギ
め
３
と
こ
ｔ
に

来ヽ
年

４
晨
実
施
の
生
磐
困
聾
撼
ａ
主

回
脚
閥
闘
畷
斜
面
“

コ
ム

日
本
共
産

「
ｔ
目

疎
治

」
に
大
政
摯
ｔ

９
日
”
自

（
目

）
臨
時
曰

会
か
間
含
し
ま
し
ｔ
・
会
朝

体
同
月
Ю
日
ま
で
の
“
口
閣
．

申
繕
自
管
内
鳩
が
集

団
的
自

各
権
行
凝
蓉
艶
の
「
服
議
決

定

」
と
強
行
し
た
峰
、
わ
め

て
間
が
不
Б
回
会
で
す
。

日
本
キ
應
党
は
風
会
議
げ興
団

絲
会
を
円
き

、
士
但
社
和
夫
季
晏

長
か
、
ｒ

〔
臨
時
国
会
は
、

日
本
か
戦
争
か
平
和
伊
ｔ
い
ぐ

っ
て
、
戦
後
最
本
い
歴
登
”
暉

路
ｔ
迎
え
る
ほ
か
で
開
７
俊
に

ビ
述
べ
、集
取
冒
脅
鷺
稚

曽
根
ｏ

．
閣
義
養
て
し
ぬ
験
回

之
彙
あ
て
曰
民
て
ヒ
ｔ
に
た
た

ぜ
≧
だ
〓
表
明
。士
継
告
嘱

長
は
、
①
学
倍
自
債
政
権
の

象
と
は
日
え
こ
の
矛
治
ち
ム

ぽ
自
３
摯
六
さ
堀
っ
て
い
う
。

②
矛
危
ｏ
程
屋
に
米
回
・大

会
美
い
い
け
ツ
ｏ
白
民
売
政

冶
の
罪
刻
ｔ
危
襦
が
あ
ら
．

○
行
き
芳
ょ
っ
た
白
屏
昇
政

治
２
甍
童
‘
き

，
い
は
日
本

葉
た
党
む
け
ヒ
ボ
ベ
「
七
曰

の
政
導
し
に
対
し
、
大
致
摯

ｔ
，

け
よ
う
と
あ
い
き
つ
。

せ
帯
（
日
ζ
詳
は
わ
甘
市
）
に

も
な
つ
て
い
３
■
こ
ｔ
明
ら
か

に
し
，
増
菖
手
、撃
牟
し
よ
し
た
。

本
や
市
議
は
、
土
″
無
署
に

つ
い
て
も
憤
閣
し
ま
し
た
。

輩
書
篠
職

定
地
ｊ
睡
絆す
阜
申
倒
斜
面
Ｑ

黒
げ
山
夕
董
亀
熊
電
砕
場

た
し
て
い
ろ
典
域
で
３
カ
許
の

一響
＊
が
見
つ
伊
り
、
山
口
地
区

９
月
鳩
日
（
月
）
日
本
★
荏

営
∩
奪
理
応
庫
本
会
議
一興
は
、

占
磋
業
問
題
に
つ
い
て
一
般
質
問

し
ま
し
た
。
若
理
市
議
は
、
大

欝

Ｅ
Ｔ
震
ｒ
曙
〔
い
喜
層

業
と
し

，′虚
置
づ
け
、
よ
ハ
和

腋
山
０
鷲
百
施
設
壼
設
文
帯
ギ

癬
む
孫
に
い
、
た
新
塁
督
曇
勺

蒙
授
、市
の
管
理策
（
⊆
虞
降

増
制
度
侮
む
ｔ
行
ヽ
た
こ
と
ｔ

評
価
Ч
尾
花
市
長
は
電
警
＊

ｔ
書
幹
濯
業
ヒ
し
て
位
置
づ
け

る
の
か
ヒ
管
間
。
ま
た
、
金
日

的
に
ュ
メ
い
生
産
コ
ス
ト
が
ｒ

還
ｅ
合
は
「庭
農
か
埋
仏
立
ス

ら
索
る
こ
そ
い
０
さ
に
よ
り
地

下
水
織
が
上
幕
ｔ
、
斜
面
請
犠

の
Ｔ
龍
帷
が
あ
ζ
」
と
堵
犠
し
、

計
凸
業
き
に
よ
３
諦
萱
へ
宝
た

ヒ
調
査
に
市
が
Ｍ
与
す
５
よ
つ

鏡
嗜
し
ま
し
た
．

南
型
曇
隊
‐
専
円
衆
ｔ
斜

面
崩
魂
‘
可
籠
帖
ｔ
措
描
し
て

い
ろ
ビ
ボ
ベ
．
占
の
認
識
ｔ
贅

間
し
ま
ン
ト．

線

，
ω

略

／
６

ｏ
ｏ
ｏ
日

に
打

し

、
今
年

市

ｏ
／
等
，米

は
な
米

て

９
５

ｏ
ο
円
ｏ
米

魂
自
泉

か

「
コ
ｘ
ｔ

作
っ
て
〆

ンヽ
が
食

え

ね

口
」
と

書
幅

茎
上
げ
て

い
う

と
籠
増
．
疎
府
に
暉
著
米
ｔ
古

古
米
０
歯
Ｅ
管
聟
返
申
し
Λ
率

３
よ
う
ホ
是
Ｃ
Ｔ
軍
し
姜
し
た
。

来

繁
急
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